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北海道観光入込客数調査の内容と留意事項

１ 北海道観光入込客数調査について

本調査は、観光庁が定めた「観光入込客統計に関する共通基準」に準じて平成２２年度

に道が改正した「北海道観光入込客数調査要領」に基づき、観光入込客数などを推計した

ものです。

２ 調査内容

(1) 観光入込客数（実人数）

市町村が行う観光地点等入込客数調査、道が行う観光地点パラメータ調査及び観光庁

が提供する宿泊観光入込客数などのデータなどにより推計した北海道における観光入

込客の実人数

実人数：１人の観光客が１回の旅行で、５市町村を訪問している場合で

も、１人と数えます。

訪日外国人来道者数（実人数）については、日本政府観光局（ＪＮＴＯ）の訪日外客

数や訪日外客訪問地調査などにより推計した北海道を訪れた外国人の実人数

(2) 観光入込客数（延べ人数）

各市町村の観光入込客数を集計した観光入込客数の延べ人数

延べ人数：市町村の実人数の単純合計

１人の観光客が１回の旅行で、５市町村を訪問している

場合は、５人と数えます。

(3) 観光消費額単価

全道１６カ所の観光地点における聞き取り調査をもとに、道内客、道外客、外国人に

ついて、「観光」、「ビジネス兼観光」別に算出した観光消費額単価

３ 利用上の留意事項

各数字は、四捨五入のため合計が合致しない場合があります。
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Ⅰ 観光入込客数（実人数）
１ 概況

令和２年度（２０２０年度）の観光入込客数は、国の「Ｇｏ Ｔｏトラベル」や道の「ど

うみん割」、市町村独自の宿泊助成キャンペーン等による効果もあり、７月以降は、旅行

需要の回復傾向が見られましたが、新型コロナウイルス感染症の世界的流行、拡大が響き、

全体で３,３３８万人（前年比▲３６.７％）と大きく減少し、現在の基準で統計を開始し
た平成２２年度以降、人数は過去最低、減少幅は過去最大となりました。

２ 道内客・道外客・外国人別

道内客は３,１２３万人（前年度比１,３１８万人減、▲２９.７％）、道外客は２１５万人

（同３７７万人減、▲６３.７％）となりました。なお、外国人については、観光客に対する入

国拒否等の措置を講じていることから、０万人（同２４４万人減、▲１００.０％）となって

います。

３ 日帰り客・宿泊客別

日帰り客は２,６２９万人（前年度比８９７万人減、▲２５.４％）、宿泊客は７０９万人

（同１,０４２万人減、▲５９.５％）となりました。

４ 四半期別

四半期別にみると、第１四半期が８２８万人（前年度比７５２万人減、▲４７.６％）、第２四半

期が１,３５３万人（同７２２万人減、▲３４.８％）、第３四半期が６０１万人（同２６９万人減、

▲３０.９％）、第４四半期が５５６万人（同１９７万人減、▲２６.１％）となりました。

＜令和２年度（２０２０年度）　観光入込客数（実人数）＞

区　　　分 日帰り客 宿泊客 計 前年度比 構成比

７６６万人 ５２万人 ８１８万人 ▲３９.９％ ９８.８％
第１四半期 １万人 ９万人 １０万人 ▲９３.５％ １.２％
(4～6月) － ０万人 ０万人 ▲１００.０％ ±０.０％

７６７万人 ６１万人 ８２８万人 ▲４７.６％ １００.０％

１,０９３万人 １６７万人 １,２６０万人 ▲２９.８％ ９３.１％
第２四半期 ３万人 ９０万人 ９３万人 ▲５６.１％ ６.９％
(7～9月) － ０万人 ０万人 ▲１００.０％ ±０.０％

１,０９６万人 ２５７万人 １,３５３万人 ▲３４.８％ １００.０％

３７５万人 １５３万人 ５２８万人 ▲２１.３％ ８７.９％
第３四半期 ４万人 ６９万人 ７３万人 ▲４７.９％ １２.１％
(10～12月) － ０万人 ０万人 ▲１００.０％ ±０.０％

３７９万人 ２２２万人 ６０１万人 ▲３０.９％ １００.０％

３８５万人 １３２万人 ５１７万人 ▲１５.９％ ９３.０％
第４四半期 ２万人 ３７万人 ３９万人 ▲５４.１％ ７.０％
(1～3月) － ０万人 ０万人 ▲１００.０％ ±０.０％

３８７万人 １６９万人 ５５６万人 ▲２６.１％ １００.０％

２,６１９万人 ５０４万人 ３,１２３万人 ▲２９.７％ ９３.６％
合　　計 １０万人 ２０５万人 ２１５万人 ▲６３.７％ ６.４％

－ ０万人 ０万人 ▲１００.０％ ±０.０％
２,６２９万人 ７０９万人 ３,３３８万人 ▲３６.７％ １００.０％
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Ⅱ 観光入込客数（延べ人数）
１ 総 数

市町村における観光入込客数を合計した総数(延べ人数)は、８,１０６万人で、

前年度に比べて４３．７％の減少となりました。

また、宿泊客延べ数の合計は、１,８３０万人泊で、前年度に比べて４９.５％の減少

となりました。

２ 圏域別

圏域別の観光入込客数(延べ人数)及び宿泊客延べ数を見ると、新型コロナウイルス感

染症拡大の影響により、全道域で前年度に比べて大きく減少に転じました。

一方で、複数の市町村においては、キャンプ場やスキー場など、３密（密閉･密集･密

接）が避けられる屋外施設の集客が好調となるなど、コロナ禍における特徴的な動きも見

られました。

なお、各圏域の観光入込客数の特徴は次のとおりです。

「民族共生象徴空間（ウポポイ）」（白老町）のオープン、「三笠ジオパーク」（三笠
道 央 圏 市）のツアー参加者がジオパーク認定後最多となったことによる観光客の増加はあっ

たものの、新型コロナウイルス感染症の拡大が影響し、圏域では前年度比４５．９％
減となりました。

道の駅を中心とした観光施設や、「岩部クルーズ」（福島町）の乗船料無料化等によ
道 南 圏 る利用客の増加があったものの、新型コロナウイルス感染症の拡大が影響し、圏域で

は前年度比３９．９％減となりました。
「道の駅るもい」（留萌市）のオープンによる観光客の増加はあったものの、主要

道 北 圏 観光施設の利用客が減少するなど、新型コロナウイルス感染症の拡大が影響し、圏域

では前年度比４６．１％減となりました。
ピーチ・アビエーションの新規定期路線(女満別－成田)就航や、「錦仙峡」（滝上町）

オホーツク圏 のＣＭ効果による観光客の増加があったものの、冬期観光の目玉である流氷ツアーの
参加者が減少するなど、新型コロナウイウイルス感染症の拡大が影響し、圏域では前
年度比３４．０％減となりました。

「道の駅かみしほろ」（上士幌町）のオープン、ガーデンスパ十勝川温泉（音更町）
十 勝 圏 が道の駅としてオープンしたことによる観光客の増加はあったものの、新型コロナウ

イルス感染症の拡大が影響し、圏域では前年度比３１．１％減となりました。
ピーチ・アビエーションの新規定期路線(釧路－成田）就航があったものの、バー

釧路・根室圏 ドウォッチング等の特定目的観光客が減少するなど、新型コロナウイルス感染症の拡

大が影響し、圏域では前年度比４６．９％減となりました。
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＜圏域別観光入込客数（延べ人数）＞

圏　域 観光入込客数 前年度比 増減数 構成比

道　央 4,272万人 ▲45.9% ▲3,622万人 52.7%

道　南 794万人 ▲39.9% ▲528万人 9.8%

道　北 1,219万人 ▲46.1% ▲1,041万人 15.0%

オホーツク 578万人 ▲34.0% ▲297万人 7.1%

十　勝 707万人 ▲31.1% ▲320万人 8.7%

釧路・根室 537万人 ▲46.9% ▲474万人 6.6%

合　計 8,106万人 ▲43.7% ▲6,282万人 100.0%

 ※各数値は、千人単位で四捨五入しているため合計が合致しない場合があります。
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３ 市町村別

観光入込客数を市町村別でみると、札幌市が５７１万人（前年度比▲６２.６％）で最も多く、

次いで、函館市３１０万人（同▲４２.２％）、小樽市２６０万人（同▲６２.９％）、以下釧路市、

白老町、喜茂別町の順となっています。

一方、宿泊客延べ数でみると、札幌市が７２８万人泊（前年度比▲４７.９％）で最も

多く、次いで、函館市１８０万人泊（同▲５２.８％）、帯広市７７万人泊（同▲３５.７％）、

以下、釧路市、北見市、旭川市の順となっています。

〈圏域別宿泊客延べ数〉

圏　域 宿泊客延数 前年度比 増減数 構成比

道　央 1,080万人泊 ▲49.9% ▲1,077万人泊 59.0%

道　南 214万人泊 ▲51.5% ▲227万人泊 11.7%

道　北 207万人泊 ▲52.2% ▲227万人泊 11.3%

オホーツク 106万人泊 ▲40.1% ▲71万人泊 5.8%

十　勝 122万人泊 ▲42.1% ▲88万人泊 6.7%

釧路・根室 101万人泊 ▲50.1% ▲102万人泊 5.5%

全　道 1,830万人泊 ▲49.5% ▲1,791万人泊 100.0%
 ※各数値は、千人単位で四捨五入しているため合計が合致しない場合があります。

＜観光入込客数(実人数)の多い市町村＞ ＜宿泊客延べ数の多い市町村＞

順位 市町村名 入込客数 前年度比 順位 市町村名 宿泊客延べ数 前年度比

1 札幌市 571万人 ▲62.6% 1 札幌市 728万人泊 ▲47.9%

2 函館市 310万人 ▲42.2% 2 函館市 180万人泊 ▲52.8%

3 小樽市 260万人 ▲62.9% 3 帯広市 77万人泊 ▲35.7%

4 釧路市 246万人 ▲53.6% 4 釧路市 67万人泊 ▲54.5%

5 白老町 177万人 ＋11.1% 5 北見市 41万人泊 ▲36.2%

6 喜茂別町 173万人 ▲29.3% 6 旭川市 40万人泊 ▲55.5%

7 旭川市 170万人 ▲66.5% 7 登別市 40万人泊 ▲62.8%

8 石狩市 161万人 ▲26.7% 8 小樽市 39万人泊 ▲58.2%

9 苫小牧市 142万人 ▲36.1% 9 ニセコ町 30万人泊 ▲36.2%

10 千歳市 141万人 ▲69.0% 10 洞爺湖町 25万人泊 ▲61.2%

11 帯広市 141万人 ▲50.1% 11 網走市 25万人泊 ▲41.3%

12 江別市 136万人 ＋14.4% 12 占冠村 25万人泊 ▲58.9%

13 美瑛町 130万人 ▲46.5% 13 倶知安町 24万人泊 ▲78.9%

14 恵庭市 126万人 ▲9.1% 14 稚内市 24万人泊 ▲34.3%

15 七飯町 120万人 ▲47.0% 15 室蘭市 24万人泊 ▲27.1%

16 洞爺湖町 115万人 ▲52.0% 16 富良野市 22万人泊 ▲64.6%

17 東川町 114万人 0.0% 17 斜里町 22万人泊 ▲50.7%

18 伊達市 112万人 ▲31.1% 18 音更町 22万人泊 ▲48.0%

19 登別市 107万人 ▲67.1% 19 千歳市 20万人泊 ▲41.9%

20 富良野市 106万人 ▲43.9% 20 上川町 17万人泊 ▲68.5%

道央

59.0%

道南

11.7%

道北

11.3%

オホーツク

5.8%

十勝

6.7%

釧路・根室 5.5%



- 4 -

Ⅲ 観光消費額単価

道内１６の観光地点において実施した聞き取り調査により算出した観光消費額単価は、

下表のとおりとなっています。

※ （ ）内の数値は、前年度の単価です。

道内客、道外客、外国人客の「ビジネス兼観光」及び外国人の日帰りの単価は、観光庁から提供

された値を掲載しています。

なお、外国人客につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度は本調査未

実施のため、「－」としております。

 　＜令和２年度（２０２０年度）  観光消費額単価＞ （単位：円）

区　　　　　分　 日帰り 宿　泊

観光 ５，４８９ （ ６，７８３ ） ２７，８８５ （ ２４，６６３ ）

第１ ビジネス兼観光 ４，３１６ （ ５，７２３ ） ２４，５３８ （ ２３，３７３ ）

四半期 観光 １７，２２６ （ ２７，５９２ ） ５９，５６７ （ １０５，７１０ ）

ビジネス兼観光 ５，５３２ （ ６，０９６ ） ８０，３９５ （ ７７，９６７ ）

(4～6月) 観光 － （ ８，０１３ ） － （ １５２，９２９ ）

ビジネス兼観光 － （ ７，４２２ ） － （ １１２，２２２ ）

観光 ５，６９７ （ ４，２６８ ） ３０，５２５ （ ２３，０４６ ）

第２ ビジネス兼観光 ３，１１４ （ ４，８４２ ） ２４，４１０ （ ２４，０１１ ）

四半期 観光 ２０，２５０ （ ３０，０００ ） ９５，１９４ （ ９９，６８５ ）

ビジネス兼観光 ５，５８８ （ ６，５６８ ） ５７，３３９ （ ３６，６７８ ）

(7～9月) 観光 － （ ７，７１１ ） － （ １５２，２９２ ）

ビジネス兼観光 － （ １０，１３１ ） － （ ２７１，４５８ ）

観光 ４，３５０ （ ５，２７７ ） ２９，３９０ （ ２０，２２０ ）

第３ ビジネス兼観光 ６，９７３ （ ４，９６２ ） ２８，０１１ （ ２９，８０１ ）

四半期 観光 ２１，７４５ （ ２７，７１２ ） ７４，９４７ （ ７４，８８１ ）

ビジネス兼観光 ５，８２３ （ ６，６５２ ） ７６，７３６ （ ６８，８６２ ）

(10～12月) 観光 － （ ８，３０８ ） － （ １４７，０６７ ）

ビジネス兼観光 － （ ７，３０５ ） － （ ７８，２７９ ）

観光 ４，４０９ （ ５，２７８ ） ２２，８７５ （ ２８，８９５ ）

第４ ビジネス兼観光 ４，５９６ （ ４，４３４ ） ３２，０２２ （ ２４，７９９ ）

四半期 観光 １０，５８１ （ １１，８４７ ） ４９，８２０ （ ７８，３０８ ）

ビジネス兼観光 ５，８００ （ ６，６５０ ） ４８，８５８ （ １２６，３２６ ）

(1～3月) 観光 － （ ５，８５３ ） － （ １４８，９７２ ）

ビジネス兼観光 － （ ３１，３６７ ） － （ ７０，０９１ ）

道 内 客

道 外 客

外 国 人

道 内 客

道 外 客

外 国 人

道 内 客

道 外 客

外 国 人

道 内 客

道 外 客

外 国 人



- 5 -

北海道観光入込客数調査報告書［令和２年度（２０２０年度）］

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/irikomi.html

令和３年（２０２１年）９月

北海道経済部観光局観光振興課（観光企画）

札幌市中央区北３条西６丁目

電話番号（代表）011-231-4111 内線 26-586

（直通）011-206-6596

FAX番号（直通）011-232-4120


